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万が一、インシデントが発生した際には

専門家への質問がおこなえる上に、今後

起こり得る二次被害などへの対応策の

アドバイスも受けられるため、迅速・的

確な対処が可能になります。

実際に企業で発生したインシデント対応

をおこなってきた経験豊富な専門家が、

過去の事例を元に情報提供や実践的な

オンライン講座を提供することで、御社

のインシデント耐性を強化します。

インシデントによって顧客情報などの

重要な情報が外部に流出し、損賠賠償

などが発生した場合に備えた専用の保

険がセットになっておりますので、万全

の体制を取ることが可能です。

【インシデント発生時】
対応策の質問やアドバイス

【インシデント発生前】
インシデント耐性を強化

【インシデント後の被害】
サイバー保険による損害補償

� �
POINT

�
POINTPOINT

企業の情報インシデント対策として、どれだけ強固な機器やソフトウェアを備えていても、そのリスクをゼロにすることは

不可能です。そして、現実にインシデントが起きてしまった場合にもっとも頼りになるのは、高度なツールや対処マニュア

ルではなく、迅速かつ的確に対処できる経験豊富な専門家のナレッジと、顧客等に損害を与えてしまった際の補償です。

CS@T倶楽部は、実際にインシデントを経験してきた専門家が、豊富なナレッジを元にアドバイスをおこなう「能動的対

策」と、損害賠償等が発生した場合に損害補償をおこなう「受動的対策」を組み合わせた“ダブルリスクヘッジ”により、イ

ンシデントが発生してしまった場合でも企業の信用を強固に守る、サイバーセキュリティ運用支援サービスです。

発生リスクをゼロにすることが不可能なインシデントへの対策は、

「事 前」と「事 後」それぞれの対 策を考えた体 制 作りが重 要です。

経験豊富なナレッジと、手厚い保険の“ダブルリスクヘッジ”が、御社の信用を守ります。

能動的対策（アクティブ・セーフティ）

受動的対策（パッシブ・セーフティ）

経験豊富な専門家への質問や高度なナレッジ

損害が発生してしまった場合の安心な補償
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サービス内容

お問い
合わせ

ポータルサイト

駆け込み寺

FAQ

情報提供

オンライン講座

オフサイトミーティング

サイバー保険

ポータルサイト（掲示板）にて情報提供や相談の受け付けを行なっています。 

CS@T倶楽部は、業種・業態を問わず幅広くご利用いただいております。

ポータルサイト（掲示板）

ご提供価格

更に高度なセキュリティ支援サービスのご案内

導入実績

● 年会費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ���,���円（税込）
● 駆け込み寺サービス問い合わせ追加チケット ・・・・ �チケット／��,���円（税込）
　（チケットが不足した場合に必要）

項　目 概　要

ログイン用IDのご提供。匿名で参加が可能 

突然のインシデント発生や外部機関からの通報などの際に、
専門家が豊富な知識と経験から迅速にノウハウを提供 

会員間でオープンに交換された情報などを共通ナレッジとし
て蓄積し、FAQ形式で提供

サイバーセキュリティのための有益な情報、インシデントや
その対策事例の情報や解説を提供

セキュリティ専門家が監修した実践的な教材をオンラインで
ご提供 

オフサイトミーティングも随時開催。サイバーセキュリティに
関する日頃の悩みや相談、情報共有などを実施 

サイバー保険を全会員に付帯。サイバー攻撃や情報漏えい事
故などによる損害を補償 

NTT-ATのセキュリティ対策専門スタッフで
構成されるセキュリティインシデント専門
チームでは、初動対応から事態収束後の
対応まで、万全にサポートします。

インシデント対応支援サービス

不 正アクセスに使 われた遠 隔 操 作マル
ウェアの発見・解析・除去や、脆弱性を狙っ
た情報流出に関するログ情報解析などで
原因を特定するデジタル鑑識技術です。

デジタルフォレンジックサービス


